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「気象予報士キャリア20年以上の気象データアナリスト夫婦で
気象に左右されるビジネスをサポートしています！」

加藤 芳樹
かとう よしき

気象予報士登録番号
第3687号

（2002年4月取得）

加藤 史葉
かとう ふみよ

気象予報士登録番号
第4321号

（2003年10月取得）

❖ DataMix社データサイエンティスト養成講座修了
❖ 東京大学松尾研究室主催DeepLearning講座修了
❖ 2021年にWeather Data Science合同会社を設立

共通キャリア  

● 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻
● ウェザーニューズ社内選抜でオクラホマ大学『National 

Weather Center』へ留学
● 世界の主要気象予測モデルを活用した独自の気象予報ガイ

ダンス開発等、気象技術開発多数

● エネルギーベンチャーで気象に係る業務の主導や電力需要
データ分析の他、太陽光発電アルゴリズム開発や太陽光発
電設備の故障検知アルゴリズムを開発

● 個人事業で太陽光発電量予測値を提供するサービスを開業

❖ ウェザーニューズ社で予報業務の実務経験
一般予報(短期･長期)をはじめ航空･航海等の交通気象など
様々なコンテンツの予報業務や各種予測アルゴリズム開発

❖ エアラインでの航務業務

https://www.weatherdatascience.tokyo/
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【Weather Data Science合同会社の事業と実績】
• 気象の影響を受ける企業のビジネスをサポート
• 気象データとビジネスデータを活用したデータ分析・AI開発
• 顧問気象予報士（データ活用支援・技術開発支援・文献調査etc）

【気象データアナリスト人材育成プロジェクト参加】
• 気象データアナリスト育成講座のカリキュラム設計、教材作成
• 気象データアナリスト育成講座の講師
◀ 気象庁『気象業務はいま ２０２１』

【NHK朝ドラ『おかえりモネ』気象監修参加】
• 気象に関する助言・調査、台本考証、体験談・資料提供 etc
◀ NHK朝ドラ『おかえりモネ』台本

◀ 2023年6月22日放送 NHK WORLD『Japanology Plus』

https://www.weatherdatascience.tokyo/
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主な実績：気象データを活用したデータ分析・AI開発

コインランドリー需要予測AI と ダイナミックプライシング開発 for wash-plus様

▲ 2022年8月12日放送 テレビ東京
　『WBS(ワールドビジネスサテライト)』

2023年6月22日放送 NHK WORLD ▶
『Japanology Plus』

新聞やビジネスニュースサイトなどのメディア
をはじめ、気象庁主導の産学官連携組織『気象
ビジネス推進コンソーシアムWXBC』HPにも
ご紹介いただきました。

気象予測データと連動したダイナミックプライシング
開発プロジェクトに参画し、コインランドリーの需要
予測AIを開発いたしました。

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/2032290/
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/2032290/
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/2032290/
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/2032290/
https://www.asahi.com/articles/ASPBW3W3LPBJPTIL016.html
https://www.businessinsider.jp/post-244990
https://www.wxbc.jp/exampleandinterview/interview/#gsc.tab=0
https://www.wxbc.jp/exampleandinterview/interview/#gsc.tab=0
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メディア掲載実績（それぞれリンクからご覧ください）

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/shows/2032290/
https://www.facebook.com/WeatherDataScience/posts/844279159596658
https://www.businessinsider.jp/post-244990
https://diamond.jp/articles/-/317340
https://x.com/Weather_DS/status/1753400777698394453
https://txbiz.tv-tokyo.co.jp/datade/vod/post_299026
https://www.wxbc.jp/exampleandinterview/%e4%ba%8b%e4%be%8b%e3%82%a4%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%93%e3%83%a5%e3%83%bc%e7%ac%ac%e5%85%ad%e5%9b%9e/
https://newspicks.com/news/10631792/
https://www.asahi.com/articles/DA3S15091523.html
https://x.com/Weather_DS/status/1830052743765246038
https://youtu.be/_d6EqXiiRpQ
https://txbiz.tv-tokyo.co.jp/wbs/feature/post_289197
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/hakusho/2022/index5.html#toc-057


気象データアナリストについて
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気象データアナリストをご紹介

（出典）気象庁ウェブサイト  

企業におけるビジネス創出  や 課題解決 ができるよう、 

「気象データの知識 」と「データ分析の知識 」を兼ね備え、 

気象データとビジネスデータを分析できる人材
 

気象データアナリストについて

http://www.jma.go.jp/jma/press/2106/22a/wda2.html
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なぜ気象データアナリストが必要とされているのか

実は気象データの活用はまだそれほど進んでいない

2020年の総務省の調査（←）によると
気象データを事業に活用する企業は…
● 5年前に比べたらかなり増えた
● それでも1割に届かない程度

別の気象庁の調査では…
● 気象の影響を受ける企業は約７割
● そのうち気象への対策を行なっていない

企業は約５割
● 気象への対策を行なっている企業でも、

気象データを使っていない企業は約６割
● 気象データの使い方がわからない

気象データを扱える人材がいない
[出典] 気象庁：産業界における気象データの利活用状況に関する調査（令和元年度）
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なぜ気象データアナリストが必要とされているのか

➢ 企業ではDX推進やデータ活用に関心が集まる

➢ 気候変動や異常気象がリスクと認識されつつある

➢ 『様々なビジネスが気象の影響を受けている』
『意思決定において気象データの高度利用が重要だ』

という認識を持つビジネスパーソンは増えている

近年の

ビジネス

環境の変化

気象で社会

に貢献する

新しい職業

気象データを高度活用し、ビジネスシーンで活躍する

『気象データアナリスト』
が求められている！



東京都オープンデータへの期待と要望
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オープンデータコミュニティ参加のきっかけ

● 普段は気象庁ウェブサイトで公開されているアメダスのデータや、有償で配信されている気象庁データ
を使っている

● 過去の気象状況調査に使うため、アメダス以外の気象観測データを探していたところ、東京都の水門で
観測されているデータを発見したが…

（１）アメダスなど気象庁データ以外の気象データを探す機会があった

（２）東京都江東区海の森や若洲公園の風力発電施設の発電実績データを活用したい
● 太陽光や風力などの再エネ電源は、翌日の発電量を10時までに予測・計画する必要がある

● 再生可能エネルギーの安定的かつ合理的な普及と利用のため、気象データを用いた発電量予測の技術開
発をしたいが…

（３）気象庁が推進する新しい専門人材「気象データアナリスト」の活躍の場として注目
● 専門的な気象データを高度利用してビジネスや社会課題解決で活躍できることを目指し、気象庁が推し

進める新しい職種「気象データアナリスト」との親和性に期待できそう
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（１）アメダスなど気象庁データ以外の気象データを探す機会があった

➢ 過去の気象状況を調べるため、アメダス以外の気象観測
データがないか調べていたら、水門で観測されたデータ
を発見した！

➢ リアルタイムではなく、過去データの蓄積がないかさら
に調べていたら、東京都オープンデータカタログサイト
にたどり着いた

東京都高潮防災総合情報システム
気象観測データ

がある！

https://www.takashio-bosai.metro.tokyo.lg.jp/im/tkim0101g.html
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過去の気象観測データに関する要望

➢ カレンダー画面から日付をクリックしてCSVデータを
入手できる点は嬉しい（しかもヘッダ情報付き！）

➢ しかし入手できるデータは1年分のみ…
東京都オープンデータカタログサイト内

高潮防災総合情報システム

1年分しか
ない…!?

ヘッダ付きCSVで
使いやすそう！

❖ 私の経験上、直近1年分だけの気象データで足りるようなケースはあまりない

❖ 過去の気象状況の調査・分析や、AI・機械学習の学習データとして使う場合、
少なくとも5年・できれば10年以上の蓄積が欲しい

https://catalog.data.metro.tokyo.lg.jp/dataset/t000015d0000000039/resource/50d5f21c-7b0c-41db-8fa5-e169da14cc78
https://catalog.data.metro.tokyo.lg.jp/dataset/t000015d0000000039/resource/50d5f21c-7b0c-41db-8fa5-e169da14cc78
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気象データを活用したAI開発の実績：再エネ発電予測AI開発

（２）東京都江東区海の森や若洲公園の風力発電施設の発電実績データを活用したい

太陽光
発電予測

風力
発電予測

➢ 太陽光発電や風力発電は、当日の発電量を前日10時までに30分単位で予測して発電計
画を立てる必要がある

➢ 計画値と実際の発電量に差異があった場合、発電事業者はその差分、つまり予測誤差
に対してペナルティを課せられる

➢ そのため、気象予測データを活用した発電量予測のニーズがある

https://www.weatherdatascience.tokyo/solarpower
https://www.weatherdatascience.tokyo/solarpower
https://www.weatherdatascience.tokyo/windpower
https://www.weatherdatascience.tokyo/windpower
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気象データを活用したAI開発の実績：再エネ発電予測AI開発

（２）東京都江東区海の森や若洲公園の風力発電施設の発電実績データを活用したい

太陽光
発電予測

風力
発電予測

➢ 私たちのような気象側の事業者（気象データアナリスト）は、気象データを活用した
発電量予測技術の開発をしたいが、発電量データをなかなか入手できない

➢ 発電量データを持つ事業者からの依頼を受けて技術開発する場合もあるが、依頼主の
データを使って技術開発した成果物の知財権を、私たちが持てない場合が多い

➢ 結果として、再エネの安定的・合理的な利用と普及を阻害する要因となっている可能
性が考えられる

https://www.weatherdatascience.tokyo/solarpower
https://www.weatherdatascience.tokyo/solarpower
https://www.weatherdatascience.tokyo/windpower
https://www.weatherdatascience.tokyo/windpower
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風力発電施設の過去の発電量データに関する要望

➢ 東京臨海風力発電所（東京風ぐるま）や若洲風力発電施設の過去の発電量
を公開して欲しい

➢ 民間企業も関わっていることは承知しているが、それぞれ東京都・江東区
の公共性の高い事業と認識しています、ぜひご検討・ご尽力いただければ
幸いです

若洲公園の風力発電施設
江東区ウェブサイトより引用

東京風ぐるま
J-POWERウェブサイトより引用

仮にこの度のデータ公開が難しい場合でも、今後の参考にしていただきたく、
以下に発電量データ（過去データ）の望ましい仕様について記載いたします

❏ 時間間隔は30分間隔（30分間の積算量）であること
❏ 一般に電力取引は30分単位で行われるため
❏ 30分より細かい分には歓迎です

❏ 過去数年分以上の蓄積があること
❏ リアルタイム性は必要ではないが、蓄積が1年程度だと少ない

❏ 発電設備のスペック情報も必要
❏ 付設する気象観測データもあると、なお利用価値が高い

https://www.city.koto.lg.jp/380291/machizukuri/kankyo/energy/shisetsu/26660.html
https://www.jpower.co.jp/bs/renewable_energy/wind/tokyo.html


気象データアナリストと合わせてお見知りおきください

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします


